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大
洲
の
伝
統
産
業

ざ
ぐ
り

①
座
繰
製
糸

明
治
初
頭
¥
旧
大
洲
藩
士
福
井
茂

平
は
、
娘
ミ
チ
と
小
川
源
兵
衛
の
娘

ヌ
イ
の
二
人
を
養
蚕
製
糸
の
技
術
習

得
の
た
め
京
都
に
向
わ
せ
た
。
福
井

は
、
さ
ら
に
数
人
の
向
調
者
を
得
て
、

大
洲
の
養
蚕
の
基
礎
を
築
い
た
。

以
後
、
先
人
達
の
努
力
に
よ
り
、

大
洲
は
養
蚕
製
糸
の
中
心
地
と
な
り
、

遠
/
¥
市
外
の
繭
も
集
ま
り
、
生
糸
に

す
る
製
糸
の
町
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
か
ら
伝
統
の
あ
る
座
繰
製

糸
は
、
自
動
化
の
波
と
人
件
費
な
ど

の
上
昇
に
よ
り
¥
そ
の
数
は
減
少
の

二
症
を
た
ど
り
、
今
は
一
軒
残
っ
て

い
る
の
み
で
す
。
写
真
の
金
子
製
糸

は
四
月
よ
り
一
般
公
開
さ
れ
ま
す
。

糸製繰座多カムロ宝ロの業作手
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(2) 

本
年
度
事
業
ほ
ぼ
予
算
化

おおず

l12月定例市戸

補
正
総
額

1
億

6
千
3
百
万
円

広報

第
一
七
五
固
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
十
日
か
ら
十

八
日
ま
で
の
九
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
補
正
予
算
案

四
件
、
条
例
関
係
十
件
、
そ
の
他
六
件
の
計
二
十
議
案
、

請
願
三
件
、
陳
情
ニ
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に

つ
い
て
は
、
決
算
認
定
を
除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
次
の
よ
う
に
行
い
ま
し

た。

提
案
理
由
の
要
旨
)

大洲市 民憲章

事
E
i
-
-韓
基

提
案
理
由
を
説
明
す
る
近
国
市
長

国
の
財
政
、
ま
た
地
方
財
政
は
誠
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
特
に
国

の
大
幅
な
税
収
の
落
ち
込
み
は
、
今
後

の
地
方
財
政
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
地
方
自
治
体
自
身
に
わ
い
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
重
ね
、
地
方
財

政
危
機
打
開
に
努
め
て
ま
い
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て

i

今
後

に
わ
け
る
市
政
の
運
営
に
当
っ
て
は
、

新
た
な
観
点
で
従
来
の
事
務
事
業
を
見

直
し
、
市
民
の
新
し
い
需
要
に
応
え
る

発
想
の
転
換
が
不
可
決
で
あ
る
と
考
え

宇
品
」

9
0

今
回
の
補
正
予
算
は
、

A
7
年
度
計
画

し
て
お
り
ま
し
た
建
設
事
業
費
の
追
加
、

経
常
的
経
費
に
お
け
る
必
要
最
小
限
度

の
経
費
な
ど
を
中
心
に
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

A
7
年
度
計
画

し
て
い
ま
し
た
事
業
は
、
総
て
予
算
化

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

そ
の
執
行
に
最
善
を
尽
し
て
ま
い
り
ま

す。
こ
の
た
め
に
は
、
行
政
効
率
を
高
め

財
源
の
不
足
を
私
た
ち
の
英
知
と
創
意

で
補
い
つ
つ
諸
施
策
の
重
点
的
実
施
を

図
り
、
着
実
に
地
域
的
課
題
の
解
決
に

全
力
を
あ
げ
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額
は

一
般
会
計
一
億
千
二
百
四
十
八
万
円

特
別
会
計
六
十
万
円

企
業
会
計
四
千
九
百
九
十
一
万
円

計
一
億
六
千
二
百
九
十
九
万
円
で
す
。

今
年
度
の
予
算
累
計
は
、
チ
白
二
干
一

億
七
千
六
百
二
十
三
万
円
と
な
り
、
昨

年
同
期
に
比
バ
瓦

p
O
M
m
の
増
と
な
っ

7
い
ま
す
。

一
融
会
計

今
回
の
補
正
で
一
般
会
計
の
累
計
は
、

九
十
一
一
一
億
七
千
四
斤
二
十
五
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
同
期
と
比
べ
六
・
五

%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

補
正
の
お
も
な
内
訳
は
I
l
-
-

総
務
費
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費

と
し
て
大
竹
本
郷
テ
レ
ビ
放
送
共
同
受

信
施
設
事
業
費
に
四
百
十
九
万
円

民
生
費
で
は
、
地
域
改
善
対
策
特
別
事

業
に
四
千
八
百
八
十
八
万
円
。

衛
生
費
で
は
、
水
道
整
備
費
と
し
て
上

須
戒
打
越
地
区
飲
料
水
供
給
事
業
に
三

百
七
十
七
万
円
。

病
院
費
と
し
て
救
急
医
療
体
制
の
充

実
を
図
る
た
め
の
施
設
整
備
事
業
に
二

千
万
円
。
ま
た
、
市
立
病
院
の
建
築
改

良
費
に
千
百
五
十
万
円
。

農
林
水
産
費
で
は
、
農
業
振
興
費
と
し

て
、
田
麦
生
産
団
地
育
成
対
策
事
業
補

助
金
に
百
十
万
円
、
く
り
生
産
安
定
対

策
事
業
に
五
十
二
万
円
、
大
洲
・
菅
団

地
区
の
地
域
養
蚕
集
落
再
編
対
策
事
業

に
四
百
七
万
円
で
す
。

林
業
振
興
費
と
し
て
、
し
い
た
け
計

画
生
産
産
地
整
備
事
業
補
助
金
に
二
百

二
十
一
万
円
、
ス
ギ
カ
ミ
キ
リ
等
被
害

木
伐
倒
駆
除
事
業
補
助
金
に
八
十
万
円

な
ど
で
す
。

土
木
費
で
は
、
道
路
維
持
費
と
し
で
デ

け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
に
千
二
百
五
十

万
円
。
地
区
は
、
黒
木
、
菅
田
・
除
ケ

口
、
柳
沢
め
居
場
、
松
尾
、
平
野
・
チ

ユ
ウ
ガ
ク

A
、
中
村
・
東
畦
の
六
か
所

で
す
。
辺
地
対
策
事
業
と
し
て
蔵
川
-

青
石
線
、
蛙
ケ
峠
線
、
柳
沢
新
谷
線
、

柳
沢
・
卯
継
薮
線
、
大
回
線
の
舗
装
事

業
に
二
千
六
百
万
円
。

教
育
費
で
は
、
柳
沢
公
民
館
施
設
備

品
購
入
費
と
し
て
百
一
一
十
万
円
。
児
童

生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め
、
喜
多
小
、

平
野
小
-
中
学
校
の
二
グ
ル
ー
プ
を
対

象
に
し
た
校
外
活
動
健
全
育
成
推
進
事

業
に
四
十
万
円
な
ど
で
す
。

企
業
会
計

病
院
事
業
会
計
で
は
、
建
設
改
良
費
四

千
五
百
五
十
万
円
の
追
加
が
主
な
も
の

で
す
。
そ
の
内
容
は
、
頭
部
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
断
層
装
置
二
千
五
百
五
十
万
円
。

診
療
部
門
(
理
学
療
法
室
)
の
増
築
事

業
に
二
千
万
円
な
ど
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

池
田
光
雄
委
員
の
任
期
満
了
に
と
も

な
い
、
後
任
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。
新
し
い
委
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。

藤
岡
正
巳
(
五
十
九
歳
・
柳
沢
)

駅
前
再
開
発
を
総
合
的
に
推
進

建
設
部
に
一
推
進
班
り
設
置

肱
北
地
区
の
拠
点
地
域
で
あ
る
駅
前

再
開
発
を
総
合
的
に
推
進
し
よ
う
と
、

一
月
一
日
付
で
市
建
設
部
内
に

H

駅
前

再
開
発
推
進
旺
山
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

再
開
発
関
係
の
窓
口
の
二
冗
化
を
図

り
、
専
門
職
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

推
進
旺
の
ス
タ
ッ
フ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

マ
班
長
冨
永
刑
判
(
都
市
整
備
課
主
幹

兼
補
佐
)
亨
事
務
専
門
員
兼
業
務
係
長

笠
井
俊
郎
(
商
工
観
光
課
事
務
専
門
員

兼
商
工
係
長
)

V
計
画
係
長
小
泉
勝

明
(
都
市
整
備
課
都
市
計
画
第
二
係
長
)



おおず広報明るい市づくりにつとめる郷土を愛し、(3) 

ト

本格的な高齢化社会にそなえて

老人保健制度

老人(70歳以上)の医療はこうなります

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
前
に
、
今
後
、
国
民
の
老
後
の
健
康
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
ゆ
く
か
|
|
政
府
で
は
こ
こ
数
年
に
わ
た
り
検
討
を
続
け
て
き

ま
し
た
。

こ
の
二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
老
人
保
健
制
度
」
は
、
こ
の
よ
う
な
検
討
の

結
果
か
ら
生
ま
れ
た
全
く
新
し
い
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
壮
年
期
か
ら
の
総

合
的
な
保
健
対
策
を
推
進
し
、
国
民
が
健
康
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
老
人
の
医
療
費
を
国
民
が
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

医
療
の
受
け
方

老
人
医
療
制
度
に
つ
い
て
ぜ
ひ
知
っ

て
わ
き
た
い
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
た
。

医
療
の
対
象
者

老
人
保
健
の
医
療
は
、
七
十
歳
以
上

(
寝
た
き
り
老
人
の
場
合
は
六
十
五
歳

以
上
)
の
医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
人
の
医
療
の

給
付
は
、
老
人
保
健
制
度
か
ら
行
わ
れ

ま
す
。

健
康
手
帳
の
交
付

老
人
が
保
険
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合
、
今
ま
で
の
老
人
医
療
受
給
者
証

の
代
わ
り
に
「
健
康
子
帳
し
が
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
子
帳

に
保
険
証
を
添
え
て
提
示
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

健
康
子
帳
は
、
医
療
の
受
給
資
格
を

証
明
し
、
医
療
と
日
常
の
健
康
管
理
に

役
立
た
せ
る
た
め
に
健
康
診
査
な
ど
の

結
果
を
記
録
す
る
も
の
で
す
。

費
用
の
一
部
負
担

こ
れ
ま
で
の
老
人
医
療
費
支
給
制
度

は
、
や
や
も
す
れ
ば
健
康
に
対
す
る
目

覚
を
弱
め
、
行
き
過
ぎ
た
受
診
を
招
い

て
い
る
と
い
っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
わ
年
寄
り
に

健
康
へ
の
自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

適
切
な
受
診
を
お
願
い
す
る
と
い
う
見

戸、、.、、、.、、、司、‘、、‘、、、‘、、、、、、‘、.、、、、、、、、、‘、、、、、‘下、、‘、、、.、ず
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;lミ己ドET日手Hrl円時;E以 2主HZ高官2昨日hE
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;g02Zh岸沿雪之注目示百円引むEEZZ171iiT官民;
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:育 理事警お年寄りの有病率の特芸巨人 j施 言Z去三日二 号と重手竺dz
l苦 手五去増加が医療費を圧迫産兄皇日; 五望書古品2 主Z君。宮古 o

) f呆 しらえ期 医負効しと と昭りうとみ 1
J 健こで の る 的療担率ま、こ予手I1でち しな(
戸 市!jのき予こ に の す 化 す 老 の 想 九 す がjてい:
/ 度よま防とは重るし。人よさ iーが六い速:
( L_うすやが、要こ、増医うれ五、人まさ;
( はな。健で国なと国え療にで年昭がすで〉
f 創状 康 き 民 課は民続費老いに手[]七 。 高 〉
; 設況 管るが題、がけも人まは一七十現齢/
』 さの 理よ健でごみるそ人す約十歳在化 f
} れも のう康すれん老れ口。十五以、社 f
J まと 重、な。かな人にが 六年上国会(
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f た コ 性 い f たの公療い加 にはお訂な:
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健
康
に
老
後
を
す
ご
す
た
め
に
は
、

壮
年
期
か
ら
病
気
の
予
防
を
必
が
け
、

健
康
管
理
に
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
健
康
守
つ
く
り
の
た
め
様

様
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
検
診
、
相

談
事
業
、
機
能
訓
練
、
訪
問
指
導
な
ど

の
保
健
事
業
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
こ
の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す。
老
人
保
健
制
度
は
市
保
険
衛
生
課
、

保
健
事
業
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
衛
生
課
宮
④
2
1
1
1
m
W
2
7
9

保
健
セ
ン
タ
ー
宮
④
3
7
7
5



(4) おおす

ままぬでと:う成人三j

広報健康なからだをっくり、高い教養を身じつける。

ト社会人としてのスター

二
十
歳
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
人
前
の

大
人
と
し
て
、
ま
た
、
一
人
の
社
会
人

と
し
て
の
新
し
い

η

門
出
u

の
年
で
す
。

大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
、
自

ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る

H

青
年
H

を
祝

い
励
ま
す
|
|
国
民
の
祝
日
「
成
人
の

日
L

に
は
、
新
し
い
時
代
に
生
き
る
み

な
さ
ん
が
た
へ
の
熱
い
期
得
が
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
梼
に
ど
う
こ
た
え
て
い
く
か

が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。

生
き
が
い
を

持
っ
て管田・大竹

篠原

こ
と
わ
ざ
に
「
難
難
(
か
ん
な
ん
)

汝
を
玉
に
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
人
は
多
く
の
辛
苦
や
難
儀
を
経
験

し
て
、
は
じ
め
て
立
派
な
人
間
に
な
る

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

人
は
、
立
派
な
人
聞
に
な
ら
な
く
と

も
い
い
、
辛
苦
や
難
儀
は
避
け
て
通
り

人
を
支
え
る人

に
洲

田

大

沖

成
人
の
日
を
迎
え
、
改
め
て
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

二
十
歳
と
な
っ
た
目
、
十
代
に
別
れ
を

告
げ
た
こ
と
が
淋
し
く
、
漠
然
と
し
た

気
持
で
二
十
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
八
か
月
間
、
あ
る
体

験
を
通
し
て
自
分
の
道
を
見
つ
け
ま
し }字

た
い
と
考
え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
私

達
は
、
-
一
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
で
す
。

一
生
は
長
く
、
そ
う
そ
う
楽
ば
か
り
し

て
過
ご
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

過
失
は
人
を
賢
明
に
す
る
と
い
い
ま

す
。
失
敗
を
恐
れ
て
も
し
か
た
あ
り
ま

せ
ん
。
我
々
は
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た

可
能
性
を
探
る
努
力
が
必
要
で
す
。
今
、

私
達
は
そ
の
何
か
を
見
い
出
す
時
聞
を

充
分
に
持
っ
て
い
ま
す
。

若
さ
に
酔
う
人
は
多
く
て
も
、
若
さ

に
燃
え
る
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
今
、
与
え
ら
れ
て

い
る
若
さ
と
い
う
特
権
を
む
だ
に
し
、

平
凡
に
過
ご
し
た
く
な
い
。

一
一
卜
歳
、
成
人
の
仲
間
入
り
を
し
た

今
を
契
機
に
、
今
一
度
、
我
を
み
つ
め

直
す
の
も
、
成
人
と
し
て
の
第
一
歩
だ

と
思
い
ま
す
。

重

た
。
音
楽
の
教
師
を
目
指
し
て
い
る
私

に
と
っ
て
、
現
実
は
厳
し
く
、
何
度
も

迷
い
ま
し
た
が
、
昨
年
九
月
の
中
学
校

実
留
が
そ
の
意
欲
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

「
教
わ
る
立
場
」
か
ら
「
教
え
る
立

場
し
に
な
っ
て
、
そ
の
苦
労
が
わ
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
と
接
し
、

会
話
す
る
こ
と
や
理
解
し
合
う
喜
び
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
を
頼

り
に
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
私
の
心
の
支
え
に
な
り
ま
す
c

二
十
歳
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

突
然
自
立
す
る
こ
と
は
無
理
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
今
ま
で
の
よ
う
に
両
親
や

周
囲
の
人
々
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
自

分
が
周
囲
の
人
々
を
支
え
て
ゆ
け
る
よ

う
な
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

和

政
治
に
参
加
す
る
道
を
大
切
に

~歳と選挙権今
年
は
、
四
月
に
愛
媛
県
議
会
議
員
、

六
月
に
参
議
院
議
員
の
選
挙
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
る
と
生
ず
る
権
利
の
一

つ
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
わ
た
し
た

ち
は
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
国
の
政
治
を
は
じ
め
県
や
市
の
地

方
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

す。選
挙
権
を
行
使
す
る
た
め
に
は
|
|

し
か
し
、
実
際
に
投
票
す
る
に
は
、

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
作
成

す
る
「
選
挙
人
名
簿
L

に
登
録
き
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、

そ
の
市
区
町
村
に
住
所
が
あ
り
、
か
つ

三
か
月
以
上
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
の
中
か
ら
、
満
二
十
歳
以

上
に
な
っ
た
人
を
、
毎
年
九
月
(
選
挙

が
あ
れ
ば
選
挙
の
直
前
)
に
選
挙
人
名

簿
に
登
録
し
ま
す
。

一
度
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
と
、
住
所

を
移
転
し
な
い
限
り
永
久
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど
で
住
所
を

変
え
た
場
合
に
は
、
必
ず
住
民
票
の
移

動
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
選
挙
権
の
行
使
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

候
補
者
を
知
る
手
が
か
り
は
ー
ー

あ
な
た
に
与
え
ら
れ
た
、
貴
重
な
権

利
、
選
挙
権
を
有
効
に
使
う
た
め
に
は
、

ま
ず
棄
権
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

候
補
者
の
こ
と
を
知
る
手
が
か
り
に

は
、
街
角
に
掲
示
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー
の

ほ
か
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
o

v選
挙
公
報
・
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
ま

す
V
街
頭
演
説
・
・
・
駅
前
広
場
な
ど
で

V
個
人
演
説
会
・
:
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
場

所
や
日
時
が
知
ら
さ
れ
ま
す

V
立
会
演
説
会
・
:
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
場

所
や
日
時
が
知
ら
さ
れ
ま
す

V
政
見
・
経
歴
放
送
・
:
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
で
放
送
さ
れ
ま
す

詳
し
く
は
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

宮
④
2
1
1
1
内
線
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おおず

あ
い
さ
つ
人
間
の

す
す
め

広報

あ
な
た
は
毎
朝
、
家
族
の
一
人
一
人

に
「
お
は
よ
う
し
の
あ
い
さ
つ
が
で
き

ま
す
か
っ

二
十
歳
と
な
ら
れ
た
メ
布
望
あ
ふ
れ
る

人
た
ち
に
、
ぜ
ひ
と
も
申
し
上
げ
た
い

の
は
、
と
に
か
く
「
あ
い
さ
つ
人
間
L

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
〉
フ
こ
と
で
す
。

あ
い
さ
つ
の
挨
は
「
聞
く
L

、
拶
は

「
直
る
L

と
い
う
意
味
で
す
。
心
を
開

生産に励み、豊かな郷土と家庭を築く

い
て
相
手
に
迫
っ
て
い
く
の
が
、
あ
い

さ
つ
な
の
で
す
。

し
か
し
、
日
本
人
は
、
特
に
親
子
の

聞
で
あ
い
さ
つ
が
み
り
ま
せ
ん
。
家
庭

で
は
あ
い
さ
つ
し
な
い
お
父
さ
ん
も
、

会
社
で
は
「
お
は
よ
う
」
を
言
っ
て
い

る
の
で
す
。
ど
う
も
日
本
人
に
は
、
利

害
関
係
で
あ
い
さ
つ
の
是
非
を
決
め
て

し
ま
う
妙
な
性
質
が
あ
る
よ
う
に
思
え

て
な
り
ま
せ
ん
。

(5) 

幻
世
紀
に
向
け
て

ご
む
を
聞
こ
う
u

と
こ
ろ
で
、
あ
な
た
た
ち
が
社
会
の

第
一
線
で
活
躍
す
る
の
は
、
二
十
一
世
紀

に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
そ
の
時
、
あ
な

た
た
ち
の
家
に
い
き
な
り
「
こ
ん
に
ち

は
」
と
ア
フ
リ
カ
の
人
が
入
っ
て
き
て

も
少
し
も
お
か
し
く
な
い
時
代
に
な
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。

二
十
一
世
紀
初
頭
に
世
界
の
人
口
は

七
十
億
を
超
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た

め
に
は
、
二
十
三
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農

地
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
球

に
は
、
い
く
ら
努
力
し
て
も
十
六
億
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
農
地
し
か
確
保
で
き
ま
せ

、っ
_， 
、ー

あいさつで

心を開

金令 イ建

NHKアナウンサー

木

ん
。
地
球
が
食
糧
危
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

難
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
必
至
で
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

二
十
世
紀
末
に
は
司
本
人
の
所
得
が
世

界
一
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
あ
な
た
た
ち
は
、
世
界
で
最
も

豊
か
な
国
を
動
か
す
わ
け
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
お
金
だ
け
あ
り
心
を
聞

き
合
わ
な
い
日
本
人
が
、
世
界
中
か
ら

金
に
ま
か
せ
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
買

い
あ
さ
っ
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

社
会
科
の
教
科
書
に
、
ユ
ネ
ス
コ
憲

章
が
載
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す

か
。
そ
こ
に
は
っ
戦
争
は
人
の
心
の
中

か
ら
起
こ
る
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
が

書
い
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

人
の
心
|
|
政
治
や
経
済
、
外
交
の

問
題
で
は
な
く
、
他
人
と
容
易
に
心
を

聞
き
合
わ
な
い
、
つ
ま
り
什
閉
じ
た
心
H

が
戦
争
の
引
き
金
を
引
く
と
し
た
ら
・
.. 

こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
あ
な
た
た
ち
一

人
一
人
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
、
あ
わ
て
て

心
を
聞
こ
う
と
思
つ
で
も
、
も
う
遅
い
。

い
ま
青
春
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
あ

な
た
た
ち
の
柔
軟
な
精
神
の
中
に
こ
そ
、

だ
れ
と
で
も
あ
い
さ
つ
を
す
る
心
が
育

っ
て
い
く
の
で
す
。

心
を
開
け
る
若
者
へ
の

変
身
の
日
に

と
に
か
く
、

H

あ
い
さ
つ
人
閉
山
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。
家
族
と
も
だ
れ
と

も
「
お
は
よ
う
」
を
明
る
い
声
で
言
え

る
入
聞
に
な
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、

み
な
た
自
身
の
人
生
を
明
る
く
す
る
だ

け
で
な
く
、
周
り
の
人
の
心
も
明
る
く

す
る
の
で
す
。

さ
あ
、
二
十
代
の
出
発
の
日
|
|
|

あ
い
さ
つ
の
で
き
る
、
心
の
聞
け
た
若

者
へ
の
変
身
の
日
に
し
て
く
だ
さ
い
。

(
談
)

成
人
さ
れ
た
み
な
さ
ん

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
多

く
の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の
一

つ
で
す
。
国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
自
営
業
の

人
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
国
が
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

国
民
ノ
芸
は
、
年
を
と
っ
て
か
ら
年

金
を
も
ら
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
病
気

や
け
が
を
し
て
障
害
者
に
な
っ
た
り
、

働
き
手
に
先
立
た

F

れ
母
子
家
庭
に
な
っ

た
と
き
な
ど
に
年
金
を
支
給
し
て
、
生

活
を
守
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
の
額
は
現
在
、
月
額
で
老
齢
年

金
が
四
万
七
千
百
二
十
五
円
(
二
十
五

年
納
付
)
、
障
害
年
金
(
一
級
)
は
五

万
八
千
六
百
二
十
五
円
、
母
子
年
金
は

青
年
の
家
よ
り

〆;島長:
一

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、
ス
キ
ー

の
初
心
者
を
対
象
に
「
初
級
ス
キ
l
教

室
し
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

期
日
二
月
二
日

1
四
日
、
二
月
八
日

六
万
一
千
九
百
円
(
母
子
加
算
を
含
む
)

寡
婦
年
金
は
夫
が
受
け
る
老
齢
年
金
の

半
額
で
す
。

職
場
が
変
つ
で
も
、
他
の
年
金
に
通

算
さ
れ
て
、
掛
け
た
保
険
料
は
無
駄
に

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
二
十
五
年
以

上
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
は
、
老

齢
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
か
ら
し
っ
か
り
し
た
老
後
の
生
活

設
計
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
国
民
年
金
の

一
か
月
の
保
険
料
は
、
五
千
二
百
二
十

円
(
四
月
か
ら
は
五
千
八
百
三
十
円
)

で
す
。詳

し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
9
5
・2
3
2

ー
十
日
、
二
月
十
六
日

1
一一月

十
八
日
、
二
月
二
十
三
日

1
二

十
五
日

小
田
深
山
ス
キ
l
場

二
泊
コ
百
二
千
五
百
六
十
円

用
具
代
千
円
i
三
千
五
百
円

携
行
品
筆
記
用
具
、
ト
レ
パ
ン
、
ト

レ
シ
ャ
ツ
、
運
動
ぐ
っ
、
健
康

保
険
証
な
ど

申
し
込
み
希
望
日
の
一
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
国
立
青
年
の
家
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
④
5
1
7
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税
の
申
告
は
谷
月
時
日
ま
で
に

V
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

一
千
万
円
を
超
え
る
入
、
二
か
所
以

上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
入
、
給

与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人
な
ど
で
す
。

正
し
い
申
告
を

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
不
正
な

申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金

を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
が
課

せ
ら
れ
、
延
滞
税
も
納
め
な
吋
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
不
正
な
行
為
に
は

普
通
よ
り
重
い
加
算
税
が
課
せ
ら
れ
ま

す。

(6) 

正
し
く
、
お
早
め
に

申
告
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

おおず広報

市
県
民
税
の
申
告
相
談
、

指
導
を
別
表
の

B
時
、
場

所
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
税
金
を
計
算

す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象

と
な
る
人
は
、
期
日
ま
で

に
申
告
を
ム
お
願
い
し
ま
す
。

一
申
告
義
務
の

「
J
ゆ
均
体

V
昭
和
五
十
八
年
一
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
の
為
る
人
。

V
昭
和
五
十
七
年
中
(
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
一
二
十
一
日
ま
で
)
に
給
与
所
得

以
外
に
営
業
、
農
業
、
地
代
、
家
賃
、

配
当
な
ど
の
あ
っ
た
人
。

主
目
か
証
明
書
o

v医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
費
の
領
収
書
か
証
明
書
。

亨
昭
和
五
十
ヒ
年
分
の
源
泉
徴
収
票
。

曹
印
鑑
、
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
領
収

書
お
よ
び
証
明
書
。

告
を
さ
れ
た
人
は
、
お
届
け
し
ま
せ
ん

の
で
、
今
年
、
確
定
申
告
を
さ
れ
な
い

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

A
V
期
限
な
ど

所
但
得
税
の
申
告
は

2
月
刊
日
か
ら

提
出
期
限
は
、
二
一
月
十
五
日
で
す
。

申
告
相
談
・
指
導
日
は
表
の
と
わ
り

で
す
。
た
だ
し
、
日
曜
日
・
祭
日
は
休

み
ま
す
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
市
税
務
課
市
民

税
係
へ
む
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
7
・2
7
8

-
申
告
書
は
お
届
け
し
ま
す

贈
与
税
の
申
告
は

自然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる

昭
和
五
十
七
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
は
、
二
月
卜
六
H
か
ら
受
付
け

が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期
限
は
三
月
ト

五
日
で
す
。

期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で

き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん

の
で
、
確
定
申
告
は
お
早
め
に
。

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
い
く
の
に
必
要

な
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
国
民
は
、
社

会
共
通
の
経
費
と
し
て
の
税
金
を
納
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
の
必
要
な
人

V
事
業
を
し
て
い
る
入
、
地
代
や
家
賃

収
入
の
あ
る
入
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
人
な
ど
で
、
昭
和
五
十
七
年
中

の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎
控
除
、
扶

養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
人
。

2
月
1
日
か
ら

自
主
申
合
を
な
さ
る
人
は
、
地
区
別

に
申
告
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
申
告
相
談
該
当
者
に
は
、
相
談

日
程
に
あ
わ
せ
て
個
別
に
お
届
け
し
ま

す
。
た
だ
し
、
昨
年
税
務
署
へ
確
定
中

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に

か
か
る
税
金
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
中
に
個
人
か
ら
も
ら

っ
た
財
産
の
価
額
の
合
計
が
六
十
万
円

を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
は
、
二
月
一
日
か
ら
受
付
け
が

始
ま
り
、
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日
で

す。

地区 月 日 場 F汀

大 討H 2. 8 ~ 2. 21 市役所・税務課

平 里子 2 . 23 連絡所

南久米 2 . 24 // 

菅 a 田 2. 25 イン

大 )11 2. 26 イシ

相P y尺 2. 28 農協柳沢支所

幸正 lh  コ 3. 1 連絡所

善 3. 2 // 

八多喜 3. 3 '" 
上須戒 3. 4 イン

大洲地区(農業
者) 申行相談 3. 5~3. 7 大社1'1税務署

申告指導 2 . 22 ~ 3. 15 市役所・税務課

市民税申告相談・指導日程表

OO~16 .30 

V
所
得
が
給
与
の
み
で
、
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
、
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
。

V
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
へ
申

告
さ
れ
る
人
。

税
務
署
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
申
告
を
受
付
け
処
理
す
る
窓
口
で

す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
税
金
の
相
談
に
つ

い
て
も
、
担
当
の
職
員
が
わ
答
え
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

申告相談時間一一9

-
申
告
に
必
要
な
も
の

大
洲
税
務
署

宮
④
3
1
1
5

V
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領
収



基
本
的
で
市
民
的
な
権
利
・
自
由
が
侵

害
さ
れ
、
今
日
な
お
完
全
に
保
障
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
見
過
ご
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
大
な
こ
と
が
ら
で
す
。

鳥
類
の
保
護
が
不
完
全
で
鳥
は
少
な
い
。

先
進
国
・
・
・
:
・
鳥
類
の
保
護
が
完
全
で
鳥

が
多
い
。

こ
の
基
準
か
ら
い
く
と
、
日
本
は
残

念
な
が
ら
中
進
国
で
す
。
烏
た
ち
に
と

っ
て
、
現
況
は
決
し
て
よ
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

法
律
で
は
、
有
宣
言
局
以
外
は
原
則
と

し
て
捕
獲
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

ワ
シ
・
タ
カ
・
ハ
ヤ
ブ
サ
・
ト
ビ
な
ど

は
、
保
護
鳥
で
あ
り
な
が
ら
、
心
な
い

人
に
よ
り
違
法
捕
獲
さ
れ
、
は
く
製
に

さ
れ
た
り
、
飼
育
さ
れ
た
り
し
て
、
全

国
的
に
そ
の
数
が
激
減
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
絶
滅
の
心
配
も
で
で
き

て
い
ま
す
。

と
く
に
、
か
す
み
網
に
よ
る
捕
獲
は

全
面
的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
一

の
違
法
行
為
は
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

保
護
鳥
に
限
ら
ず
野
鳥
の
姿
を
身
近

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
自
然
が

よ
り
多
く
残
さ
れ
、
環
境
が
守
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
生
活
環
境
保

全
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
な
る
野
鳥
と
の

正
(
存
山
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え

を
新
た
に
し
た
い
も
の
で
す
。

み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
を
願
っ
て

タカ・トビは

4真誌一二二議保護鳥

卓三人jzdえ です

No.53 

野鳥を保護しよう

憲
法
の
こ
こ
ろ

⑨ 

おおず

人
権
を
ま
も
る
道

会
的
身
分
ま
た
門
地
に
よ
り
政
治
的
ま

た
は
社
会
的
関
係
に
ム
お
い
で
差
別
さ
れ

な
い
c

(

日
本
国
憲
法
第
十
四
条
)

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
が
法
の

下
に
平
等
に
あ
っ
か
わ
れ
る
平
等
権
が

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
平
等
権
を

現
実
の
社
会
生
活
の
な
か
に
十
分
に
確

立
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
今
日
の
国
民

的
課
題
と
い
え
ま
す
。

憲
法
は
民
主
社
会
の
あ
り
方
を
示
し

て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
に
は
、
人
権

尊
重
主
義
、
主
権
在
民
主
義
、
平
和
主

義
の
三
つ
の
基
本
原
則
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
同
和
問
題

に
最
も
か
か
わ
り
の
あ
る
基
本
的
人
権

に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
基
本
的

人
権
は
、
憲
法
に
お
い
て
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
す
べ

て
の
国
民
に
保
障
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
実
社
会
は
ど
う
で
し
ょ

ト

7
0A

7
日
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に
は
、

長
い
歴
史
を
経
て
も
、
な
わ
か
っ
、
社

会
の
仕
組
み
ゃ
人
の
心
に
し
み
つ
い
た

不
合
理
な
差
別
や
偏
見
が
ぬ
ぐ
い
去
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
日
、
わ
が
国
の
社
会
で
最
も
深
刻

で
重
大
な
人
権
問
題
は
部
落
差
別
で
す
。

同
和
対
策
審
議
会
の
答
申
に
お
い
て

も
、
部
落
の
人
々
が
就
職
や
教
育
・
居

住
お
よ
び
移
転
・
結
婚
な
ど
で
現
実
に

差
別
を
受
け
て
お
り
、
憲
法
で
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
が
不
当
に
侵
害

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
差
別
は
、
法
治
国
家
の

国
民
と
し
て
絶
対
に
許
せ
な
い
こ
と
で

す
。
こ
の
不
合
理
な
差
別
や
偏
見
を
速

や
か
に
解
消
す
る
た
め
に
は
、
憲
法
の

ご
こ
ろ
を
こ
こ
ろ
と
し
て
、
人
権
尊
重

の
精
神
を
日
常
の
生
活
の
な
か
に
実
現

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が

生
活
を
深
く
み
つ
め
、
身
近
な
問
題
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
取
り
あ
げ
、
解
決
し
て

い
く
と
い
う
実
践
こ
そ
が
大
切
で
す
。

(
つ
づ
く
)

広報

• ワシ

基
本
的
人
権
に
つ
い
て

す
べ
て
の
人
聞
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
・
平
等
で
あ
り
、
人
間
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
物
質
的
に
も
精
神
的
に

も
幸
福
な
生
活
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
る
権
利
を
も
つ
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
憲
法
で
は
基
本
的
人

権
の
中
で
特
に
基
本
的
と
も
い
う
べ
き

個
人
的
人
格
権
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

生
命
・
身
体
お
よ
び
精
神

の
喜
由
に
つ
い
て

生
命
・
身
体
の
自
由
は
、
人
権
の
最

も
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
何
人
も
適

法
な
手
続
き
や
公
正
な
裁
判
に
よ
る
の

で
な
け
れ
ば
制
限
で
き
な
い
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
精
神
の
自
由
、

つ
ま
り
思
想
・
信
教
・
学
問
・
言
論
な

ど
の
自
由
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
職
業
選
択
の
自
由
、
居

住
・
移
転
・
結
婚
の
自
由
な
ど
の
最
も

わ
た
し
た
ち
の
暮
し
て
い
る
こ
の
風

土
は
、
烏
た
ち
に
と
っ
て
住
み
よ
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。

財
同
法
人
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
で
は

鳥
の
暮
し
の
条
件
を
次
の
よ
う
に
区
分

し
て
い
ま
す
。

後
進
国
:
:
:
鳥
類
は
多
い
が
、
特
別
の

保
護
が
な
い
原
始
地
域
。

中
進
国
:
・
・
:
開
発
、
都
市
化
が
進
み
、

よい風習を育て、住みよい環境をつくる

国
民
の
平
等
性
に
つ
い
て

す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等

で
あ
っ
て
、
人
種
・
信
条
・
性
別
・
社

応
募
資
格
教
育
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
仕

事
に
熱
意
を
持
つ
二
十
歳
以
上
の
日
本

国
氏
。

申
込
方
法
次
の
所
へ
あ
て
先
を
明
記

し
六
十
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

〆
切
二
月
二
十
五
日
(
金
)

申
込
先
〒
加
松
山
市
一
番
町
四
丁

目
四
番
地
の
二
愛
媛
県
教
育
委
員
会

事
務
局
総
務
厚
生
課

イペヘマ
4

借
入
」

法
め
ー
で
い
キ
若

τ
ムっマ

ヘ
宥
后
ふ
品
別
ぜ

止
令
均
P

身
分
に
は
汁
叫
ん
じ

J
1

え
決
均
仏
町
、
清
山
町
人
み
は

、
非
令
均
朗
、
，
係
に

ι
J
7

足
利
川
で
れ
な
け

昭
和
回
年
度

教
育
モ
ニ
タ
ー
を
薯
集

日本国憲法

第 14条

文
部
省
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
の

教
育
モ
ニ
タ
ー
を
、
次
の
と
お
り
募
集

い
た
し
ま
す
。

趣
旨
政
府
の
文
教
政
策
に
つ
い
て
の

批
判
、
意
見
、
要
望
等
を
お
聞
き
し
、

文
教
政
策
の
参
考
と
し
ま
す
。

(7) 



十
二
月
-
立
日
、
国
道
一
九
七
号
大
洲

西
道
路
の
開
通
を
祝
い
、
道
路
ま
つ
り

な
ら
び
に
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
午
前

九
時
か
ら
道
路
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
多

数
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
尾
外
で

予
定
さ
れ
て
い
た
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

ラ
ジ
コ
ン
大
会
、
獅
子
舞
、
正
し
い
円

転
車
の
乗
り
か
た
教
室
な
ど
は
大
洲
西

ト
ン
ネ
ル
内
で
行
わ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
内

は
、
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
人
で
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
時
か
ら
は
、
近
田
市
長

な
ど
が
出
席
し
、
西
ト
ン
ネ
ル
平
野
側

人
口
で
開
通
式
が
行
わ
れ
、
神
事
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
に
続
い
て
、
パ
レ
ー
ド
を

信

行

い

、

開

通

を

祝

い

ま

し

た

。

第

四

円

冬

の

部

山

の

締

切

り

は

、

お

色

直宝

山

こ

の

バ

イ

パ

ス

は

、

全

長

-

一

千

四

百

二

月

末

H
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
応
募

点

二

・

竹

内

ト

ン

不

ル

部

分

千

七

十

八

日

を

お

待

ち

し

て

す

ま

す

。

作

品

は

カ

一

部

〉

で

総

工

費

は

一

干

五

億

円

で

す

。

こ

の

ラ

l
プ
リ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
以

一

能

陪

道

路

の

開

通

に

よ

っ

て

、

市

内

の

交

通

与

、

ネ

ガ

を

添

え

て

く

だ

さ

い

。

一

科

目

渋

滞

は

解

消

さ

れ

、

交

通

安

全

対

策

上

、

送

り

先

大

洲

市

大

洲

六

九

O

|

一

一
一
旬
《
三
a
d

ま
た
、
生
活
環
境
面
に
お
い
て
も
改
葬
大
洲
市
商
工
観
光
課

d

一、'pc'Fo
」一弘

さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
宮
④
2
1
1
1
内
線
2
2
5

砂川
Vの
ゅ
の
M
V
O
ω
V
O
M
V
Oゅ
0
ゅ
の
ゅ
の
ゅ
の
0
0ゅ
の
伊
の
仰
い
問
ω
v
e
o
m伊
の
伊
悦
ψ
ゆ
伊
ゆ
ψ
の
ω
V
O例

V
O伊
句
"
v
w
ω
V
O伊
問
。
。
旬
。
MVOMV砂
ωv。同
v
e
ω
v
oゅ
の
伊
わ
伊
今
伊
W
M
V町
ωvm九
p
e伊
。
o
b
h
v砂川
V砂川
V吟
ゐ

ψ町
初
旬
伊
。
ゅ
の
伊
り
ゅ
の
伊
め
川
VFJ併
の
M
V
W伊
民
命
、
e
w
v
O
M
Vゆ
ψ
砂川
V砂
ω
v
o
ω
v
e
ω
V
O
M
V
O
ω
v
o
ψ
の
伊
0
0
0何

V
W
M
V

…
一
…
三
一
刊
一
区
一
一
一
…
一
子
供
は
大
洲
で
暮
し
た
い
と
い
い
ま
す
の
う
」
ど
か
「
:
け
ん
」
と
い

止
と
ヤ
週
二
で
い
河
川
河
十
人
ヘ
三
Jι

う
の
に
驚
き
ま
し
た
。

す
語
、
寺
山
間

A

⑩

八

多

喜

マ

一

人

の

子

供

は

、

す

っ

か

り

大

事

一;JA
品

、

ム

長

必

よ

一

ア

気

に

入

り

、

ず

っ

と

こ

こ

で

暮

そ

う

と

V
兵

庫

県

の

和

田

山

町

の

出

身

で

す

。

い

い

ま

す

。

我

家

に

と

っ

て

、

こ

こ

が

兵

庫

県

の

中

央

部

で

す

が

、

ど

ち

ら

か

内

ふ

る

さ

と

ω

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

と

い

え

ば

日

本

海

に

近

い

町

で

す

。

軍

八

多

喜

地

区

で

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

を

し

V
主

人

と

は

、

同

郷

で

、

職

場

で

知

り

て

い

ま

す

。

昨

年

、

市

の

大

会

で

優

勝

あ

い

昭

和

四

十

年

に

結

婚

し

ま

し

た

。

で

き

、

楽

し

く

な

っ

て

き

ま

し

た

。

主
人
の
仕
事
の
関
係
で
、
大
洲
に
四
十

V
主
人
は
、
慣
れ
な
い
地
で
仕
事
一
筋

五

年

に

来

て

、

も

う

十

二

年

あ

ま

り

住

で

頑

張

っ

て

く

れ

て

い

ま

す

の

で

、

満

ん

で

い

ま

す

。

足

し

て

い

ま

す

。

(8) おおず広報市民のひろば市民のひろば

中
井
由
美
江
さ
ん
(
引
歳
)

V
子
供
は
長
女
順
子
(
高
二
と
長
男

新
一
(
中
一
一
)
の
二
人
で
す
。

V
長
女
は
、
和
田
山
に
い
た
頃
は
少
し

体
が
弱
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
洲
に
来

て
か
ら
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
大
洲
の

暖
か
き
が
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
o

v
最
初
、
大
洲
の
言
葉
遣
い
に
少
し
と

ま
ど
い
ま
し
た
。
女
の
人
で
も
「
|
|

節分 2月 3日
平野側入口でのテープカット

観
光
大
洲

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

H

秋
の
部
ω

入
賞
者
決
ま
る

観
光
大
洲
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

H

秋
の

郎
山
の
入
賞
者
が
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

推
選
口
野
正
範
(
菅
田
)

特
選
口
野
正
範
(
菅
田
)

人
選
河
野
由
敬
(
若
宮
)

佳
作
河
野
由
敬
(
若
宮
)
笠
井
俊

郎
(
柚
木
)
新
幸
則
(
菅
田
)

上
回
荘
一
郎
(
阿
蔵
)
小
路
正
道

(
菅
出
)
日
野
正
範
(
菅
田
)

新
刊
図
書
案
内

熟
田
津
論
考
愛
媛
県
文
化
振
興
財
団

天
皇
陛
下
と
語
る
細
川
隆
元
著

坪
内
寿
夫
奇
跡
の
経
営
力竹

村
健
一
著

挑

戦

堺

屋

太

一

編

女

の

い

い

分

丸

岡

秀

子

著

手
話
を
学
ぼ
う
中
野
義
口
達
他
著

日
本
伝
説
大
系
ロ
四
国
福
田
晃
編

食

塩

木

村

修

一

他

編

驚
異
の
ビ
タ
ミ
ン

E
効
果主

婦
の
友
社

N
H
K
「
き
ょ
う
の
健
康
L

①
1
③

現

行

切

手

武

芸

帖

田

辺

猛

著

石

炭

の

復

権

平

岩

武

郎

著

宇

宙

飛

行

の

科

学

井

戸

剛

著

自
動
車
六
法
日
年
版
第
一
法
規

新
し
い
農
村
田
朝
日
新
聞
社
編

社
殿
の
み
か
た
図
典
前
久
夫
著

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
入
門
中
村
一
美
著

ミ
ニ
ヤ
コ
ン
カ
奇
跡
の
生
還

松
田
宏
也
著

大

型

庖

問

題

田

村

正

紀

著

最
新
英
語
情
報
辞
典
堀
内
克
明
他
編

氷

化

三

木

昇

著

女
釣
り
1

強
盗
亀
の
こ
と
1高

橋
新
吉
著

外

食

王

の

飢

え

城

山

三

郎

著

サ
イ
-
コ
ン
テ
ィ
を
も
う
一
杯

村
松
友
視
著

愛
の
時
代
上
・
下
瀬
戸
内
晴
美
著

幸
福
を
知
る
才
能
宇
野
千
代
著

針

千

本

江

夏

美

好

著

亡
命
詩
人
、
雨
に
消
ゆ

w-H-
ハ
ラ
ハ
ン
著

図

書

館



おおず広報ひろば

V スポーツ少年団サッカ一大会
12月12日、大洲北中などで、大洲市スポーツ少

年団サッカ一大会が行われました。優勝チームは

次のとおりですo t>小学一部 新谷A t>小学二部

上須戒t>小学三部平野t>中学一部新谷t>中学

二部平 松B (八多喜)

市民の市民のひろば(9) 

企徳森児童センター

母親クラブ設立
昨年 4月にオ プンした徳、森児童

センタ に母親クラブが12月12日に

設立されました。設立総会には母親、

関係者50人が集まり、幼児・児童の

健全育成のために、地域ぐるみで母

親が力を合わせてゆくことを誓いま

した。

事心新たに筆を運ぶ新春書き初め大会
1月 6目、喜多小lこ市内の小中学生 700人が集

まり、新春書き初め大会が行われました。小学 3年

生以上、中学 3年 生までが参加し、各教室に分 か

れ、課題文字に取り組み、文字の}_達を願いと書
き宇刀めミ を行二いましたし

企クリスマスプレゼント大会
12月16H、 社 会 教 育 セ ン タ にあ、いで、子をつ

なぐ親の会などが主催してとクリスマスプレゼン

ト大会ごが行われました。

大 洲 学 聞 や 育 成 園 の み な さ ん がJ寅芸をひろうし
た後、招待された一人ひとりに、サンタクロース

よりプレゼントが子渡されました。

ろ
う
あ
者
巡
回
相
談

八
幡
浜
で

2
月
幻
自

ろ
う
あ
者
を
対
象
に
日
常
生
活
上

の
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ
の

相
談
事
業
は
、
ろ
う
あ
者
の
健
康
診

断
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
職
業
、
生
活
、

結
婚
、
医
療
な
ど
の

H
常
生
活
上
の

各
種
相
談
に
よ
り
、
自
立
更
生
の
た

め
の
適
切
な
援
助
・
指
導
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日

時

2
月
引
日
(
月
)

日
時
叩
分

i
m時

場
所
八
幡
浜
中
央
保
健
所
(
八

幡
浜
地
方
局
内
)

対
象
者
聴
覚
障
害
者
お
よ
び
音
声

一
言
語
機
能
障
害
者

検
診
料
無
料

持
参
品
身
体
障
害
者
手
帳

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
福
祉
事
務

所
へ
宮
④
2
1
1
1
内
線
2
4
6

件
数
、
負
傷
者
と
も
一
昨
年
よ
り

減
少
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
か

た
が
、
交
通
戦
争
の
犠
牲
と
な
っ
て

い
ま
す
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

昭和57年の

市内の交通事故
S S7. 1.1 S 56. l.l 
~12.31 ~12.31 

件数 119 172 

負傷斉 147 207 

手E 斉 3 2 



品
川
町l

 
(
 

相談ごと案内

いず、れも無料ですので、

車至にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 2月10日

2月21日

ところ 市役所第 三 会 議 室

砂人権相談

と き 2月21日 13日寺~16日手

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 2月 1日

2月10日

探
纏
セ
ジ

h
p
lだ
よ
り

乳
幼
児

おおず

健

圭今
ロ;;.-

実

施

日

該

当

者

2
月
1
日
(
火
)
昭
和
町
年
目
月
生
※

2
月
8
日
(
火
)
昭
和
町
年
7
月
生
※

2
月
刊
日
(
木
)
昭
和
田
年
7
月
生

2
月
日
日
(
火
)
昭
和
町
年
2
月
生
※

2
月
沼
口
(
火
)
昭
和
田
年
1
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
却
分
l
H
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
手
帳

広報せ

正成
しっ人
い占病
知 i予
識日防
で j週
予Z閤
防口

勺お 知

ガ
ン
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
は
昭
和
一
一
一

十
二
一
年
以
後
、
病
死
原
因
の
上
位
三
一
位

を
占
め
て
い
ま
す
。

脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
、
血
液
の
通

せiっし

b'気

10時~15時

お生一Lコお知

会
④
3
7
ワ
5

り
道
H
H
循
環
探
系
の
病
気
は
、
一
度
か

か
る
と
治
り
に
く
い
病
気
で
す
が
、
日

常
の
食
事
や
運
動
な
ど
に
気
を
つ
け
る

こ
と
で
か
な
り
予
防
で
き
ま
す
。
例
え

ば
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
精
神
の
安
定
を
保
ち
、
急
激
な
運
動

を
避
け
る

精
神
的
緊
張
は
血
圧
を
高
め
、
脳
卒

中
や
心
臓
病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

②
寒
さ
か
ら
身
を
守
る

循
環
器
系
の
病
気
に
と
っ
て
寒
さ
は

大
敵
で
す
。
寒
い
ト
イ
レ
に
も
工
夫
を
。

③
便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

野
菜
や
果
物
な
ど
繊
維
質
を
多
く
取

る
な
ど
食
生
活
に
も
工
夫
を
。

④
長
湯
は
禁
物

冬
場
は
一
番
ぶ
ろ
を
避
け
、
浴
室
が

暖
ま
っ
て
か
ら
入
り
、
長
湯
は
し
な
い

よ
う
に
。

13日寺~16時

3 2 2 2 2 2  
月月月月I-l ) j 
6 27 20 13 11 6 
H i::l日 11 11 11 

大
fii州
④ ι!I 
4央
5 1rf1 
5 15:'旨
1 

お

も
の
~) 

えJ

ま
ご
こ
ろ
の

金

一

封

新

谷

町

大

肝

清

行

合
一
封
(
寄
付
金
)
西
山
根
匠
名

金
-
封
(
寄
付
金
)
大
洲
自
衛
隊

愛
媛
地
方
連
絡
部
大
洲
募
集
事
務
所

金
一
封
(
寄
付
金
)
中
村

香
川
荘
一
郎

金
一
封
(
寄
付
金
)
菅
田
町
匿
名

金
-
封
(
快
気
祝
)
東
大
洲

池

田

昭

雄

金
一
封
(
古
紙
回
収
の
一
部
)
中
村

恵
美
須
・
大
黒
・
射
場
婦
人
会

金
一
封
(
福
祉
パ
ッ
ク
売
上
金
の
一

部
)
若
宮
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売

株
式
会
社
、
販
売
底
一
同

(
-
年
間
の
こ
づ
か
い
を
預
託
)
平
前

町
四
千
七
百
四
十
二
一
円
谷
本
啓
美

六
千
百
九
十
九
円
谷
本
市
一
一

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
福
祉
施
設
六
か
所
へ
)

若

宮

吉

岡

友

陸

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

田
処
中
岡
キ
ミ
ヱ

金
一
封
(
柳
沢
地
区
社
協
へ
)

柳

沢

新

川

満

福

(
物
品
の
口
座
)

寝
ま
き
と
鰻
頭
・
慰
問
激
励
(
家
庭

奉
仕
員
訪
問
世
帯
二
十
一
名
)

大
洲
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

袖
無
と
帽
子
(
平
野
・
三
善
・
八
多

喜
地
区
内
の
独
居
老
人
五
十
二
名
)

松
下
寿
電
器
産
業
労
働
組
合
一
同

買
掛
け
と
帽
子
(
家
庭
奉
仕
員
訪
問

世
帯
一
一
十
一
名
)
フ
ジ
大
洲
匝
労
働

組
合温

か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

2月25日

ところ 社会福祉協 議 会 事 務 局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

砂行政相談

と き 2月14日 10時~15日寺

ところ 中央公民館

急、がれる時は電話で相談して

ください。 E④ 3794 (玉木)

砂社会保険相談

と き 2月21日 10時~16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山社会保険事務所

惨 何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ

大洲 隣保館(東大iJ十|宮④6100)

大 洲福祉会館(新谷E⑤0947)

相談内容住民福祉に関し、生

活上の悩み、人権、交通事故

その他行政的悩み、苦情など。

ぞ〉

-
凍
っ
て
水
が
出
な

日
い
と
き
は
・
:
・

凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
の
露

出
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
巻
き
、
そ

の
上
か
ら
少
し
づ
っ
熱
湯
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
急
に
か
け
る
と
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

休日の漏水修理 (8:30~17: 00有料)

月日| 当番業者 ft

2月 6日 制南予本道設備

2月11日|西国水道庖

2月四|浜 田ポンプ庖

2月20日|星加 鉄 工 所

2月278 I三原 設 備

3月6日|淳山水道工事庖

4-0020 

6-0265 

! 4-3086 

4-3783 

4-2583 

4-4577 
後

コし-一=ロ

ふ
る
さ
と
大
洲
に
は
、
昔
、
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